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内内容　時日時　場場所　対対象　定定員　申申込・申請　講講師　￥費用（無料の場合は掲載を省略しています）　保一時保育　持持ち物
備備考　注注意事項　提提出　配配布　問問い合わせ　℡電話番号　 フリーダイヤル　FAXファクス　 メール　予予約

国民健康保険・後期高齢者医療
平日夜間・休日窓口開庁

　国民健康保険の加入・脱退の届出
や国民健康保険料・後期高齢者医療
保険料の納付相談などで、平日の来
庁が難しい人は利用してください。
平日夜間　10月22日（月）・23日（火）
・25日（木）・26日（金）
いずれも17：30～20：00
休日　10月28日（日）9：00～13：00
注�平日夜間・休日窓口開庁の時間帯
は、後期高齢者医療被保険者証の
再交付など、一部受付できない業
務があります。

備�法令に基づき差押処分をより一層
強化していますので、早めに相談
を。

場・問保険課、保険収納課
℡06－6992－1545、1537

特
別
徴
収
の
開
始

　
平
成
３０
年
７
月
１
日
時
点
で
、
新
た
に
次

の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
世
帯
は
、
平
成

３０
年
１０
月
か
ら
、
世
帯
主
が
受
給
し
て
い
る

年
金
か
ら
保
険
料
を
天
引
き
す
る
特
別
徴
収

に
な
り
ま
す
。

▽
年
額
１８
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給

▽�

国
保
加
入
者
が
す
べ
て
６５
歳
以
上
７５
歳
未

満（
擬
制
世
帯
主
を
除
く
）

▽�

世
帯
主
の
介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収
で
納

付
▽�

介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
料
の
合
算

額
が
特
別
徴
収
す
る
年
金
受
給
額
の
２
分

の
１
未
満

　
特
別
徴
収
に
該
当
す
る
世
帯
に
は
、
６
月

ま
た
は
７
月
に
送
付
し
た
平
成
３０
年
度
国
民

健
康
保
険
料
賦
課
決
定
通
知
書
で
通
知
し
て

い
ま
す
。

　
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
世
帯
で
、
平
成
３０

年
７
月
末
ま
で
に
口
座
を
登
録
し
、
国
民
健

還
付
金
詐
欺
に
注
意

　

保
険
課
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら「
還
付
金

が
発
生
し
て
い
る
」と
電
話
が
あ
り
、
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
、
預
金
を
引

き
出
そ
う
と
す
る
詐
欺
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　
市
で
は
、
還
付
金
な
ど
の
手
続
き
で
市
民

の
皆
さ
ん
に
直
接
電
話
を
か
け
た
り
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
っ
た
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合

は
、
絶
対
に
手
続
き
に
応
じ
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
保
険
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
４
５

大
阪
府
証
紙
の
販
売
終
了

　
９
月
３０
日
を
も
っ
て
、
大
阪
府
証
紙
の
販

売
が
終
了
し
ま
す
。

　
な
お
、
お
手
元
に
大
阪
府
証
紙
が
あ
る
場

合
は
、
平
成
３１
年
３
月
３１
日（
日
）ま
で
引
き

続
き
使
用
で
き
ま
す
。

　
大
阪
府
証
紙
の
払
い
戻
し
を
希
望
さ
れ
る

場
合
の
手
続
き
は
、
大
阪
府
会
計
局（
℡
０

６
・
６
９
４
４
・
６
０
７
０
）に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
総
合
窓
口
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
２
５

合
同
企
業
就
職
面
接
会

　
正
社
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
求
職
者
と
市

内
企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
人
材
の
獲
得

機
会
の
増
加
お
よ
び
地
域
雇
用
の
促
進
を
図

る
た
め
、
守
口
市・門
真
市・守
口
門
真
商
工

会
議
所・ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
門
真
が
共
同
で「
合

同
企
業
就
職
面
接
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　
地
元
企
業
２０
社
が
集
ま
り
ま
す
の
で
、
就

職
を
考
え
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
女
性
活
躍
促
進
セ
ミ
ナ
ー
も

開
催
し
ま
す
。

時
１０
月
３０
日（
火
）午
後
１
時
～
４
時

場
守
口
門
真
商
工
会
館
３
階

持
履
歴
書

保
１０
月
２３
日（
火
）ま
で
に
電
話
で
予
約

問
地
域
振
興
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
９
０

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設

１０
月
１５
日（
月
）～
２１
日（
日
）は「
行
政
相
談

週
間
」

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕
事
や
手

続
き
に
つ
い
て「
困
っ
た
」「
納
得
で
き
な
い
」

「
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」な
ど
の
相
談
ご

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
行
政
相
談
週
間
」の
期
間
に
、
特
設
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

時
１０
月
１７
日（
水
）午
後
１
時
３０
分
～
４
時

場�

東
部
エ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
会

議
室
１

行
政
相
談
委
員

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
民
間
の
有
識
者
で
す
。
皆
さ
ん
の
身
近
な

あ
な
た
の
近
く
に
や
っ
て
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請
窓
口

　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
職
員
が
出

向
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申

康
保
険
料
納
付
方
法
変
更
申
出
書
を
提
出
し

た
世
帯
は
、
特
別
徴
収
の
対
象
世
帯
で
あ
っ

て
も
、
１０
月
以
降
も
引
き
続
き
口
座
振
替
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
特
別
徴
収
と
な
る
世
帯
に
つ
い
て

は
、
平
成
３１
年
度
の
保
険
料
は
、
平
成
３１
年

２
月
の
年
金
額
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
保
険

料
と
同
額
を
、
平
成
３１
年
４
月・６
月・８
月

の
年
金
額
か
ら「
仮
徴
収
」と
し
て
特
別
徴
収

し
、
保
険
料
額
が
正
式
に
決
定
し
た
後
、
決

定
後
の
保
険
料
額
と
、
８
月
ま
で
の「
仮
徴

収
」で
納
付
し
た
額
と
の
差
額
を
、
平
成
３１

年
１０
月・
１２
月
、
平
成
３２
年
２
月
の
３
回
に

分
け
て
特
別
徴
収
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
３１
年
度
の
保
険
料
が
決
定

し
た
結
果
、
平
成
３１
年
４
月・６
月・８
月
に

「
仮
徴
収
」し
た
特
別
徴
収
の
額
が
、
平
成
３１

年
１０
月・
１２
月
、
平
成
３２
年
２
月
に
特
別
徴

収
す
る
こ
と
と
な
る
額
よ
り
大
幅
に
高
く
な

る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、
特
別
徴
収
の
額

を
平
準
化
す
る
た
め
、
平
成
３１
年
８
月
の
特

別
徴
収
額
を
調
整
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
保
険
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
４
５

請
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
出
張
申
請
窓
口
で
は
、
申
請
用
の
写
真
の

無
料
撮
影
、
申
請
書
の
記
載
補
助
お
よ
び
申

請
書
の
発
送
を
行
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
成
す
る
と
、

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
類
が
近
く
の
コ
ン
ビ

ニ
で
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す（
※
一

部
利
用
で
き
な
い
店
舗
が
あ
り
ま
す
）。

　
ま
た
、
同
じ
時
間
帯
で
本
人
通
知
制
度
の

登
録
受
付
も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

時
１０
月
１７
日（
水
）午
前
１０
時
～
午
後
1
時

場�

八
雲
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
料
理
実

習
室

持�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確

認
書
類（
免
許
証・保
険
証
な
ど
）、認
め
印

注�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
申
請
か
ら
1
カ

月
程
度
で
出
来
上
が
り
ま
す
。
準
備
が
整

い
次
第
、
交
付
通
知
書（
は
が
き
）で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
届
き
ま
し
た
ら
総
合

窓
口
課
で
、
申
請
者
本
人
が
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

備�

市
内
を
巡
回
す
る
便
利
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス「
愛
の
み
の
り
号
」を
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

問
総
合
窓
口
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
２
５

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

�

（
保
険
証
）が
新
し
く
な
り
ま
す

１１
月
１
日（
木
）か
ら

　

現
在
使
用
中
の
保
険
証
は
、
１０
月
３１
日

（
水
）ま
で
有
効
で
す
。
新
し
い
保
険
証（
茶

色
）を
１０
月
上
旬
か
ら
順
次
、
簡
易
書
留
郵

便
で
各
家
庭
に
郵
送
し
ま
す
。
不
在
通
知
が

入
っ
て
い
た
場
合
は
、
必
ず
郵
便
局
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
し
い
保
険
証
が
１０
月
３１
日（
水
）

ま
で
に
届
か
な
い
場
合
や
記
載
内
容
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
保
険
課
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
３０
年
４
月
か
ら
の
国
保
の
制

度
改
正
に
よ
り
、
新
し
い
保
険
証
の
表
記
が

「
大
阪
府
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」に
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
保
険
証
の
使
用
方
法

に
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
新
し
い
保
険
証
は
届
い
た
時
か
ら

有
効
で
す
。

問
保
険
課

℡�
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
４
５

町
名
表
示
板（
表
示
プ
レ
ー
ト
）損
傷

　
市
で
は
、
街
区
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
に
町
名
表
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

損
傷
や
、
老
朽
化
に
よ
る
破
損
に
気
付
い
た

場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
総
合
窓
口
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
３
０

水
道（
給
水
装
置
）工
事
は

�

市
指
定
業
者
へ

　
市
内
の
水
道
工
事
は
、
水
道
条
例
に
よ
り

「
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」以
外
は
施

工
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
築
、
増
改
築
そ
の
他
工
事
で
水
道
工
事

を
す
る
場
合
に
は
、
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
申
し
込
み
、
水
道
局
に
給
水
装
置

工
事
申
込
書
を
提
出
し
、
事
前
に
水
道
局
の

相
談
相
手
と
し
て
、
国
の
仕
事
に
関
す
る
苦

情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
助
言
や
関
係

行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
、
毎
月
第
４
火
曜
日
午
前
１０
時
～

正
午
に
市
役
所
１
階
北
エ
リ
ア
市
民
相
談
室

で
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。相
談
無
料
、

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
守
口
の
行
政
相
談
委
員
は
河
野
順
子
、
讃

岐
信
子
、
塚
本
公
春
の
3
人
で
す
。

注�

相
談
は
前
日
ま
で
に
要
予
約

問
広
報
広
聴
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
３
５
３
、
１
３
５

６

承
認
を
得
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
一
覧

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問�

水
道
局
お
客
さ
ま
セ

ン
タ
ー

℡�

０
６
・
６
９
９
１
・
６
７
７
１

日本南画院大作展
内�第58回日本南画院展で展示
された南画作品20点の大作
（新作）
時�10月4日（木）～7日（日）10：00～17：00（入場は16：00まで）
場ムーブ21
問生涯学習・スポーツ振興課���℡06－6995－3158

水墨・墨彩によって
生み出された美

町田泰宣作「朝に」

潮見沖天作「富郷渓谷」


